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日
本
に
マ
ン
ド
リ
ン
が
も
た
ら
さ

れ
て
117
年
。
そ
の
哀
愁
を
帯
び
た

音
色
か
ら
瞬
く
間
に
全
国
に
広
が

り
、
学
校
・
職
場
・
地
域
に
多
く
の

合
奏
団
が
誕
生
、
ラ
ジ
オ
の
定
時
番

組
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ

ン
は
イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
楽
器
で

す
。
マ
ン
ド
リ
ン
、
マ
ン
ド
ラ
、
マ

ン
ド
ロ
ン
チ
ェ
ロ（
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
音
域
も
低
く
な
り
ま
す
）と

ギ
タ
ー
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
加
え
た

も
の
が
合
奏
の
基
本
形
で
、
さ
ら
に

フ
ル
ー
ト
や
打
楽
器
が
加
わ
り
数
人

か
ら
1��
人
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
規

模
で
演
奏
し
ま
す
。
古
賀
政
男
が
学

生
時
代
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
た
こ
と
か
ら
歌
謡
曲
・
演
歌

の
伴
奏
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し

て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
イ

タ
リ
ア
な
ど
各
国
の
民
謡
・
歌
曲
、

映
画
音
楽
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

��
年
前
の
学
生
時
代
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
の
マ
ン
ド
リ
ン
協
奏
曲
集
の

レ
コ
ー
ド
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
。
鳥
の
羽
で
ガ
ッ
ト
絃
を
弾
い
て

い
た
の
が
、
19
世
紀
に
は
ピ
ッ
ク
で

金
属
絃
を
弾
く
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
ト
レ
モ
ロ
奏
法
が
登
場
し
ま
し
た
。

今
は
Ｃ
Ｄ（
エ
ラ
ー
ト
盤
）
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
で
度
々
流

れ
る
明
る
く
軽
や
か
な
曲
で
す
。

私
が
か
か
わ
る
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
は
６
月
に
ひ
ば
り
が
丘
公

民
館
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
マ
ン
ド
リ
ン
協
奏
曲
」

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲

山
本
一
俊

（
ひ
ば
り
が
丘
在
住
）

2018. 6. １ʢ�ʣ 西東京市公民館だより
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田無

第
18
回
人
物
写
生
会
絵
画
展
開
催
中
！

人
物
写
生
会

2�
名
ほ
ど
の
会
員
の
作
品
1��
余
点

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
人
物
画
を
は

じ
め
静
物
画
、
風
景
画
な
ど
多
彩
な

作
品
を
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

５
月
29
日

（Ր）
～
６
月
３
日

（日）
／
1�
時

～
17
時
／
南
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
（
き
ら
っ
と
）

健
康
づ
く
り
の
習
慣
を
作
ろ
う
！

～
太
極
拳
無
料
体
験
～

保
谷
太
極
拳
ク
ラ
ブ

ゆ
っ
く
り
と
し
た
太
極
拳
の
継
続

で
い
つ
の
間
に
か
体
力
が
つ
き
ま
す
。

４
回
連
続
で
す
が
い
つ
か
ら
で
も
ど

う
ぞ
。
運
動
す
る
服
装
・
上
靴
持
参
。

６
月
４
日

（݄）
・
11
日

（݄）
・
18
日

（݄）
・

2�
日

（݄）
／
1�
時
半
～
17
時
／
武
道
場

学
び
塾
「
猫
の
足
あ
と
」
応
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
の
ふ
れ
あ
い
助
け
合
い
交
流
の

場
と
ね
り
こ

「
な
く
そ
う
！　
子
ど
も
の
貧
困
」

の
活
動
と
し
て
無
料
で
学
習
塾
を
開

い
て
い
る
団
体
の
支
援
で
す
。
お
出

か
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
月
９
日

（౔）
／
1�
時
半
～
／
パ
ス
レ

ル
保
谷
２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
／
出

演
：
練
馬
だ
い
こ
ん
ず
／
入
場
料
���

円第
24
回
写
真
展

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
保
谷

各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
よ
る

写
真
展
で
す
。
前
年
度
の
年
間
優
秀

作
品
も
同
時
展
示
し
ま
す
。
見
ご
た

え
た
っ
ぷ
り
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
1�
日

（日）
～
16
日

（౔）
／
９
時
～
17

時
（
初
日
11
時
か
ら
）
／
柳
沢
公
民

館第
47
回
西
美
展

西
東
京
美
術
会

多
種
多
様
の
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

作
品
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

６
月
11
日

（݄）
～
17
日

（日）
／
1�
時
～
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
16
時
ま

で
）
／
南
町
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
（
き
ら
っ
と
）

脱
原
発
を
考
え
る
パ
ネ
ル
展
示

「
奪
わ
れ
し　

フ
ク
シ
マ
」

原
発
は
い
ら
な
い
西
東
京
集
会
実
行

委
員
会

豊
田
直
巳
さ
ん
の
写
真
展「
フ
ク

シ
マ
の
７
年
間
～
尊
厳
の
記
録
と
記 

憶
」と
資
料
展
示
か
ら
、
福
島
原
発
事

故
が
も
た
ら
し
た
問
題
を
考
え
ま
す
。

６
月
18
日

（݄）
～
2�
日

（日）
／
９
時
～
22

時
（
初
日
1�
時
か
ら
最
終
日
17
時
ま

で
）
／
柳
沢
公
民
館

 

（
４
面
に
つ
づ
く
）

【
報
告
】
平
成
29
年
度
柳
沢
公
民
館
主
催
ま
ち
づ
く
り
講
座

部
活
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
わ
っ
は
っ
は
！
」

　

～
地
域
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
参
加
し
せ
ん
か
～

平
成
29
年
11
月
18
日
～
3
月
17
日
（
全
10
回
）

【
学
習
編
】

「
な
ぜ
地
域
デ
ビ
ュ
ー
が
必
要
な

の
か
」（
講
師
：
武
蔵
野
大
学
人
間

科
学
部
教
授
・
熊
田
博
喜
氏
）で
は
、

地
域
デ
ビ
ュ
ー
に
何
が
必
要
か
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
や
各
自

の
経
験
を
基
に
意
見
交
換
し
、
課
題

を
共
有
し
ま
し
た
。

「
西
東
京
市
の
宝
を
知
る
」で
は
、

西
東
京
市
の
活
動
団
体
の
実
践
や
地

域
の
居
場
所
づ
く
り
の
実
践
を
聞
き

ま
し
た
。
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
重
要

性
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
複

雑
化
な
ど
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
幅
広

さ
と
、
市
内
団
体
の
活
動
の
活
発
さ

を
実
感
し
つ
つ
、
今
後
、
団
体
間
の

つ
な
が
り
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
を

つ
く
り
だ
そ
う
な
ど
、
力
強
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
実
践
編
】

初
回
は
、
大
人
気
の
カ
リ
ス
マ
講

師
、
坂
田
静
香
さ
ん
か
ら「
人
が
集

第
２
回
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

公
民
館
市
民
企
画
事
業
は
、
多

様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、

市
内
で
活
動
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ
が

日
ご
ろ
の
活
動
で
培
っ
た
知
恵
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
企
画
す
る
事
業

を
審
査
の
上
、
自
主
グ
ル
ー
プ
と
公

民
館
の
共
催
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

そ
の
年
度
の
説
明
会
に
参
加
し
た
自

主
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
年
度
２
回
目

と
な
る
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
利
用
を
考

え
て
い
る
自
主
グ
ル
ー
プ
は
、
必
ず

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
２
回
説
明
会

【
昼
間
の
部
】

 

６
月
21
日

（໦） 

1�
時
～
12
時

 

保
谷
駅
前
公
民
館

【
夜
間
の
部
】

 

６
月
22
日

（ۚ） 

19
時
～
21
時

 

柳
沢
公
民
館

第
３
期
申
請
受
け
付
け

【
申
請
期
間
】

７
月
６
日

（ۚ）
～
1�
日

（ۚ）

※
た
だ
し
、
平
日
の
９
時
～
17
時
に

限
り
ま
す
。

【
調
整
会
】

 

７
月
2�
日

（ۚ） 
19
時
～

 

田
無
公
民
館

【
実
施
期
間
】

��
月
１
日
ʢ݄ʣ
～
��
月
��
日
ʢ໦ʣ

事
業
案
内

男
も
料
理
「
初
夏
の
お
つ
ま
み
」

西
東
京
市
地
産
地
育
会

生
活
の
基
本
は
、
食
の
自
立
か
ら
。

酒
の
肴さ

か
なか

ら
料
理
道
に
入
門
す
る
の

も
、
大
人
ら
し
い
。
確
か
な
目
と
舌

を
養
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

①
６
月
21
日

（໦）
・
②
28
日

（໦） 

1�

ୈ̍ճࢣߨ：஑্ਖ਼थ

回

1

2

3

7/14

7/21

7/28

日時 内容 講師

「見えない牢獄」から
一歩踏み出すには

不安定雇用でも、
人とつながっていく

ためには

それぞれの孤立～
孤立からの歩き方

池上正樹（ジャーナリスト、
『大人のひきこもり』著者）
Toshi（ひきこもり経験者）

松澤拓矢・鴨志田結花
（対話ラボ）
斉藤 信（ひきこもり経験者）

巳年キリン（マンガ家、『働く、
働かない、働けば』著者）
伊藤みどり（働く女性の全国
センター運営委員）

※８月５日（日）は継続学習として、「ひきこもりフューチャーセッション
【IORI-庵】」に参加します。（任意参加）

まこと

時
～
1�
時

 

消
費
者
セ
ン
タ
ー
分
館

ର
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男
性

 

2�
人
（
申
込
順
）

 

①
魚
の
ア
ラ
炊
き　
ほ
か
５
品

 

②
レ
バ
ー
の
醤し

ょ
う
ゆ油
煮　
ほ
か
５
品

 

高
柳
厚
子
（
料
理
研
究
家
）

ˇ 

２
千
円
（
材
料
費
・
資
料
代
、

２
回
分
）

申 

６
月
２
日

（౔）
か
ら
電
話
で
左
記
へ

原
発
事
故
後
の
フ
ク
シ
マ
を
撮
り
続

け
て
７
年
～
記
録
と
記
憶
を
語
る
～

原
発
は
い
ら
な
い
西
東
京
集
会
実
行

委
員
会

原
発
事
故
直
後
か
ら
フ
ク
シ
マ
の

現
地
を
取
材
し
続
け
る
講
師
か
ら
、

平
穏
な
暮
ら
し
を
根
こ
そ
ぎ
奪
わ
れ

た
人
々
の
想お

も

い
や
現
状
を
学
び
ま
す
。

 

６
月
2�
日

（日） 

1�
時
～
16
時
半

 

柳
沢
公
民
館

 

11�
人
（
先
着
順
）

 

豊
田
直
巳
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

ˇ 

1��
円
（
資
料
代
）

い
き
い
き
と
元
気
に
豊
か
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
地
域
と
つ
な
が
る

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
き
っ
か
け
を
支
援
す
る
人
づ
く
り
、場
づ
く
り
を
考
え
、

行
動
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
習
編
３
回
と
実
践
編
７
回
の
講
座
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
る
！　
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
チ
ラ
シ

の
作
り
方
」を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
企

画
会
議
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
学
ん
だ

ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
話
し
合
い
を
重

ね
、
短
い
準
備
期
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
３
月
３
日（
土
）
の
ひ
な
ま
つ

り
イ
ベ
ン
ト「
パ
パ
も
あ
そ
ぼ
う
！　

ひ
な
ま
つ
り
」を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。 

世
代
間
交
流
を
目
的
に
、
コ
ン
サ
ー

ト
、絵
本
読
み
聞
か
せ
、折
り
紙
工
作
、 

は
じ
め
て
将
棋
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
準
備
を
行
う
中
で
、
地
域

の
団
体
や
個
人
へ
声
掛
け
を
行
い
、

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
な
ど
新

た
な
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
交
流
の
機
会
と
な
る
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

家
族
連
れ
を
中
心
に
、
1�6
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
考
え
る

中
で
、「
さ
ま
ざ
ま
な
場
」「
地
域
の

つ
な
が
り
」の
重
要
性
を
改
め
て
確

認
で
き
ま
し
た
。「
楽
し
む
こ
と
」

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
地
域
人
材
を

巻
き
込
み
な
が
ら
の
活
動
が
広
が
り

そ
う
で
す
。
今
後
も
、
地
域
で
伝
統

行
事
を
共
に
楽
し
む
世
代
間
交
流
イ

ベ
ン
ト
や
子
ど
も
と
共
に
将
棋
を
楽

し
み
、
指
導
で
き
る
シ
ニ
ア
の
養
成
、

地
域
の
不
思
議
探
検
隊
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。




